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クルーズ客船の日本人利用者数は近年増加傾向にある．しかしながら，2014年のクルーズ客船の利用者

比率（クルーズ船利用者数／人口）では，日本は 0.2%に留まっており，米国（4.3%）や英国（2.8%）な

どのクルーズ先進国と比較して低い状況にある．また，クルーズ客船観光そのものには興味を有している

ものの，実際に利用までたどり着かない人が多く存在し，クルーズ人口がなかなか大幅に増加しない状況

にある．そこで本研究では，利用経験者と未経験者のクルーズ客船観光の利用機構分析を技術受容モデル

により分析することを目的とした．分析の結果，経験の有無に関わらず「利用意図」への総合効果が最も

大きいのは「旅行の嗜好」であった．経験者モデルにおいては「有用性」が未経験者よりもクルーズ船の

利用意図形成に大きな影響力を持っている．未経験者モデルにおいては，周囲の人物が使っている，口コ

ミで評判になっているといった「主観的規範」が経験者よりも大きな影響力があることが示された． 
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1. はじめに 

 

クルーズ客船による訪日外国人観光客は近年増加 1)し

ている．観光庁により策定された 2015 年以前の「観光

立国実現に向けたアクション・プログラム」では，クル

ーズ客船によるインバウンド観光客数の目標を 2020 年

までに 100 万人と定めていたが，2015 年に過去最高の

111.6万人となり 1)，5年前倒しで目標を達成した．これ

を受け，2016年に改正されたアクション・プログラムで

は，クルーズ客船によるインバウンド観光客数の目標が

「2020年までに 500万人」と上方修正された．外航クル

ーズ客船を利用する日本人乗客数も 2003 年より増加を

続けており，2016年は過去最高の 24.8万人を記録した 2)．  

しかしながら，日本人のクルーズ客船利用率（クルー

ズ客船利用者数／人口）は，米国や欧州などの“クルー

ズ先進国”と比較すると，依然として低いのが現状であ

る．クルーズライン国際協会のデータによると，2014年

の米国，豪州，英国，カナダにおけるクルーズ客船利用

率は，それぞれ 4.3％，4.3％，2.8％，2.0%であるのに対

し，日本は 0.2％に留まっている．クルーズ客船観光の

乗客は，経済的に豊かであり，年齢層が高いという特徴

を有していることが多い 3)．日本では 65歳以上が総人口

に占める割合が 27.7％（2017年 10月 1日現在）4)と諸外

国と比較して高く，GDPは世界第 3位（2017年現在）5)

で経済的にも比較的豊かである．これらは前述のクルー

ズ客船観光の乗客の特徴に当てはまることから，日本の

クルーズ客船観光市場には，さらなる潜在的需要が存在

する可能性がある． 

クルーズ客船乗客の特徴として，リピートの確率が比

較的高いことがあるため 6)，未乗船者の利用を促すこと

がクルーズ客船市場の活性化に重要と考えられる．川崎

ら 7)では，日本人のクルーズ客船乗船意向は比較的高い

ものの，「料金」，「時間」，「分不相応」の三要因が

心理的バリアとなり，乗船に至ることが少ないことを指

摘している．しかし，これらの研究ではクルーズ船の潜

在需要や利用条件の要因を明らかにすることを目的とし
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ており，利用経験によるクルーズ船利用意図形成の違い

に対しての比較分析は行なっていない．つまり経験の有

無によって利用に対して重視する要因の違いは明らかに

なっていない．利用経験別に利用意図形成機構の差異を

明らかにすることは，利用経験の有無にあわせた未経験

者誘致，経験者リピート行動促進の施策の検討に寄与す

る可能性ある．そこで本研究では，利用経験の有無に着

目し，それによって生じる利用意図の形成に関わる要因

の違いを明らかにすることを目的とする．クルーズ船利

用意図の形成には，周囲からの影響（主観的規範）のよ

うに，直接の影響は小さくても，他の要因を介して大き

な影響を与える要因の存在が考えられる．本研究では，

このような間接的に影響を与えるとみられる要因の影響

を調べる必要があることから，共分散構造分析（以下，

SEM）を用い、多母集団の同時分析を行うこととする．

多母集団の同時分析とは，複数の母集団から抽出したサ

ンプルのグループ間比較を SEM で行うときに用いる分

析方法である．また，モデル構築には技術受容モデル

（以下，TAM2）を参考とする．TAM2 は情報システム

を利用する人の行動モデルとして開発された態度・行動

モデルであり，様々な分野で利用されており，クルーズ

船の利用意図形成に応用する． 

 

 

2. 既存研究の整理と本研究の位置付け 

 

クルーズ客船に関連する既存研究を整理し，本研究の

位置付けを明確にする．クルーズ客船関連の研究では，

寄港地での経済波及効果やクルーズ客船観光の利用要因

に関連するものが多い．他にも船員の労働問題 8)や環境

影響分析 9)に関する研究がある．本研究はクルーズ客船

利用者の行動分析を対象としているため，クルーズ客船

観光利用要因に関連する文献を中心に整理する． 

クルーズ客船観光利用要因の分析では，低価格・短期

ツアーの実施が効果的という結論を導く研究が比較的多

い例えば，10)，11)，12)．クルーズ客船ツアーは基本的に高価格，

長期間というイメージが存在するため，経済的に比較的

余裕がなく，仕事などにより時間的制約が強い若者の利

用が少ないと結論付ける研究もある 13)．日本人乗客にも

同様傾向があり 7)，これら要因の負のイメージを払拭す

ることがさらなる乗客の増加に重要である． 

価格や期間以外にもクルーズ客船観光の利用要因は特

定されている．例えば Petrick et al. (2007)14)では，クルーズ

客船の社会的影響（social influences）をクルーズ客船観光

の利用要因と特定した．社会的影響とは，家族や友人な

どの知り合いにクルーズ客船観光の参加経験者がおり，

その参加経験者に影響を受けることと定義されている． 

クルーズ客船観光のリピーターに着目して利用要因を

分析した研究も存在する．リピーターとなるのは比較的

所得の高い乗船者に多く，彼らはクルーズ客船の乗船経

験を前向きな経験として口コミを広げることが分かった
15)．つまり，高所得者のクルーズ客船観光ツアーの利用

は，彼ら自身のリピート行為だけに留まらず，彼らの友

人や知り合いのクルーズ客船観光への参加を促進する効

果もある．つまり，参加経験者に影響を受けるという

Petrick et al. (2007)14)の結果と合わせて，知り合いからの影

響が大きく影響する可能性を示唆していると考えられる．

また，高所得者のうち，初回乗船時の満足度が高いほど

リピーターとなる可能性が高いことも示されている 16)．

それらの利用者の満足度には，サービスの質 17)と価格 17)

に加え，クルーズ客船観光の斬新性（novelty）18)と情緒

的価値（hedonics value）18)，価格感度 19)，クルーズ客船観

光に対する知覚的印象 20)などが影響するという研究もあ

る．  

以上のように，クルーズ客船の利用要因に関する研究

は数多く存在する．しかしながら，これらの研究は北米

や欧州を対象にしたものがほとんどであり，日本のクル

ーズ客船観光の意思決定構造を分析した研究は，筆者ら

が知る限り存在しない． 

 

 

3. アンケート調査 

 

クルーズ客船利用経験者の①クルーズ客船観光に対す

る一般的な意識調査と②クルーズ客船の利用に対する意

思決定に係わる項目のデータ収集を目的として，アンケ

ート調査を実施した．アンケート調査の概要を表-1に示

す． 

 

表-1 アンケート調査概要 

項目 内容 

調査日時 2017年12月4，5日 

調査対象者 ・ 東京・神奈川・千葉・埼玉在住の宿泊を伴うクルー

ズ客船の未乗船者 

・ 学生を除いた20代～60代の男女600人のモニター

（経験者，未経験者各300サンプル） 

配布，回答方法 スクリーニングで得られた 600人のモニターに対し

てウェブ上でアンケートを配布し，ウェブ上で回答 

調査内容 ・ 個人属性 

・ クルーズ客船に対する一般的な意識調査（クルー

ズ船の初印象，未利用時の乗船意向，乗船のきっ

かけ，など） 

・ クルーズ客船への印象，認識や自己の行動に対す

る認識，旅行の嗜好など各変数に対する評価（5

件法） 

有効回答数 600（回収率100%） 
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4. モデルの構築 

 

(1) クルーズ客船利用意思決定構造モデルの特定化 

クルーズ客船利用意思決定構造モデルを SEM に基づ

いた技術受容モデルを援用して構築する．入力データは

3章で述べた 5件法によるアンケートの回答である．パ

ラメータ推定には IBM社の IBM SPSS Amos20.0.0を用い

た．なお，同ソフトでは SEM のパラメータ推定は最尤

法で行われる．モデルで考慮する観測変数については，

パス係数の t値や自由度修正済適合度指標（AGFI）など

の統計量を参照してモデルが頑健になるよう取捨選択し

た．TAM2 を用いて利用経験者モデルと利用未経験者モ

デルの多母集団の同時分析を行った．モデルの分析結果

を図-1に示す．モデルの適合度はGFI=0.721，AGIF=0.681，

RMSEA=0.064となった．観測変数が多いため適合度は非

常に高い値とはならなかったが，想定した各潜在変数間

のパスが全て５％有意水準で有意であることからも，こ

のモデルを採用することとした． 

 

(2) 考察 

利用経験別の利用意図への総合効果の結果を図-2に示

す．総合効果は，例えば経験者の「旅行の嗜好」につい

ては0.509=0.315+(0.386×0.503)）と計算される．経験の有

無に関わらず「利用意図」への総合効果が最も大きいの

は「旅行の嗜好」であった．旅行の嗜好は，クルーズ船

の利用意図形成にあたってクルーズ船を使う価値の認識

に与える影響だけでなく，クルーズと嗜好の合致という

形で直接的に利用意図に与える影響があることから，最

重要視されるものと考えられる． 

経験者モデルにおいては「有用性」が未経験者よりも

クルーズ船の利用意図形成に大きな影響力を持っている

ことが分かった．これは利用の経験によってクルーズ船

への理解が深まり，利用する価値を改めて見出した上で

利用意図を形成しているものと考えられる． 

未経験者モデルにおいては，周囲の人物が使っている，

口コミで評判になっているといった「主観的規範」が経

験者よりも大きな影響力があった．これは未経験者がク

ルーズ船の有用性についてまだ十分な理解をしていない

こと，周囲にクルーズ船利用経験者があまり存在しない

ことから，口コミなど周囲で話題になることで興味を持

ち，これが利用意図の形成に影響を与えやすくなってい

るものと考えられる． 

また，観測変数に注目すると「寄港地から行ける場所

は制限される」の因子負荷量の差は，パラメータの差に

対する検定統計量が-3.961と，1％有意水準で有意となっ

た．これは，利用経験者は行ける場所に制限があっても，

クルーズ船を使いにくく感じるほどではないと乗船経験

を通じて感じたものと考えられる． 

 

図-1 モデル推定結果のパス図と利用経験別パス係数 
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図-2 利用意図への総合効果 

 

5. おわりに 

 

本研究では，クルーズ客船観光に参加した日本人乗船

者へのアンケート調査を実施し，技術受容モデルを用い

て，利用経験の有無別の利用意図の形成に関わる要因の

違いを明らかにした．分析の結果，経験の有無に関わら

ず「利用意図」への総合効果が最も大きいのは「旅行の

嗜好」であった．経験者モデルにおいては「有用性」が

未経験者よりもクルーズ船の利用意図形成に大きな影響

力を持っている．未経験者モデルにおいては，周囲の人

物が使っている，口コミで評判になっているといった

「主観的規範」が経験者よりも大きな影響力があった． 
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Tomoya KAWASAKI, Naonori YAMAGUCHI, Satoshi HYODO  

and Tomoyuki TODOROKI  

 
Recently, the number of Japanese passengers for cruise ship tourism has been increasing. However, ratio 

of cruise ship passengers in Japan still remains only 0.2 % while other advanced countries of cruise ship 

such as US and UK accounts for 4.3% and 2.8%, respectively. In this study, technology acceptance model 

is used for clarifying decision making structre of cruise ship tourism. As a result of analysis, “intention to 

use” is the highest impact on the use of cruise ship tourism both for experienced-person and non-experi-

enced person. As for experienced person model, the highest total effect is observed for “personal prefer-

ences” whereas non-experienced person put their imporatnace on “subjective norm”, which means influ-

ence from other reliable person is influencial for the decision making on cruise ship tourism. 
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